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猪名川、藻川への想い 
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有史以来氾濫が繰り返された猪名川藻川の河川改修は、地域住民の切なる願い

であったが、国土交通省の「利倉揵水路計画」として大改修工事が進められ、昭

和 44 年に完成を見て、尼崎の流域住民は安心して日々を過ごすことができるよう

になった。また「猪名川の自然と文化を守る会」の熱心な取り組みにより、猪名

川廃川敷に多くの自然が残され都市の大オアシスとなっていることは慶賀にたえ

ない。しかしながら、住民の意識は時が過ぎるにつれ、河川改修の喜びが失われ

つつある。感謝のための記念日などを設け、防災への心構えなどの喚起も行って

関心を高めていかなければならない。 

河川堤防をはじめ河川敷は、尼崎は、最高度に利用されていることを喜ぶ次第

であるが、環境改善のためビオトープなどを取り入れて虫や鳥の憩う場作りも必

要であろう。従ってある程度雑草を残すなどの維持管理が望まれるとともに、野

草、宿根草や低木などを植えて「花の咲く堤」づくりをする場も考えていくべき

であろう。 

また、現在藻川堤防が舗装を行わず、散歩道として市民に親しまれている。島

の内(猪名川、藻川に囲まれた地域)全域の堤防が全行程を車が乗り入れず安心し

て歩いたり、ジョギングができるように、配慮した堤防作りが望まれる。 

現在尼崎市では、猪名川自然林(猪名川廃川敷)周辺の地域を対象に尼崎市政 80

周年記念振興事業として「自然と文化の森整備構想」の策定が進み、尼崎市、市

民、事業者が協働で構想を進めるグラウンドワークの実践が試みられている。猪

名川、藻川堤防と河川敷についても、市民の憩いの場として、子どもたちの環境

教育の場としての機能が求められている。 

また、地元市議会議員や地元農家、市民らが、河川敷に植物を植える試みをは

じめており、猪名川工事事務所との交渉の末、今年の春には、チューリップの花

壇が市民の目を楽しませた。最近ほとんど堤防で見かけなくなった彼岸花なども

植えていきたいと考えている。その他、河川の清掃活動など、いくつかの市民グ

ループが河川にかかわる活動を続けている。このように、独自の活動が育ってい

ることはよいことであるが、今後ネットワーク作りなどで、統一の認識を育てる

ことも課題といえる。 

尼崎市みどり課長、緑政部長として、長年尼崎市の緑化に取り組んできたが、

公園、街路樹などでは限界があり、河川敷の緑化は生涯最後の課題と考えている。

治水、利水の重要さを無視するものではないが、河川の環境を豊かにすることを

望む市民の声も大きくなってきている当市の実情を知っていただきたい。 




